
昨
年
に
続
き
、40
億
円
台

の
積
極
型
予
算
を
編
成

　　
平
成
28
年
度
の
町
の
予
算

が
、
町
議
会
３
月
定
例
会
で

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
10
月
に
策
定
し
た

「
金
山
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
掲

げ
た
「
雇
用
創
出
、
定
住
促

進
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

支
援
、
地
域
連
携
」
の
施
策

や
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
軸
に

「
人
材
育
成
」「
健
康
づ
く
り
」

「
産
業
振
興
」「
定
住
と
交
流

の
促
進
」
の
従
来
の
４
つ
の

重
点
分
野
と
合
わ
せ
、
予
算

を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
、
46
億
９
，

１
０
０
万
円
で
、
前
年
比
３

億
６
，
６
０
０
万
円
の
増
の

一
方
、
特
別
会
計
は
、
６
会

計
７
事
業
、
予
算
総
額
は
16

億
８
，
８
６
５
万
円
と
な
り

こ
ち
ら
も
増
加
し
ま
し
た
。

※歳入・歳出とも少額のものは金額等を記載しておりません。

歳　出歳　入

町税
416,753
8.9%

町税
416,753
8.9%

地方交付税
1,823,208
38.9%

地方交付税
1,823,208
38.9%

国・県支出金
825,843
17.6%

国・県支出金
825,843
17.6%

町債
969,800
20.7%

町債
969,800
20.7%

繰入金繰入金

単位：千円
％は構成比
単位：千円
％は構成比

人件費
559,072
11.9%

人件費
559,072
11.9%

扶助費
209,448
4.5%

扶助費
209,448
4.5%

公債費
356,820
7.6%

公債費
356,820
7.6%

物件費
730,440
15.6%

物件費
730,440
15.6%

補助費等
734,630
15.7%

補助費等
734,630
15.7%

繰出金
534,330
11.4%

繰出金
534,330
11.4%

投資的経費
1,363,445
29.1%

投資的経費
1,363,445
29.1%

23 2016／4月号

歳
　
入

歳
　
入

歳
　
出

歳
　
出

広報 かねやま
2016／4月号
広報 かねやま

46億9,100万円

46億9,100万円 46億9,100万円

元気ある町、着実に
～夢と優しさを未来へつなぐ～

元気ある町、着実に
～夢と優しさを未来へつなぐ～

平成28年度一般会計当初予算決定！

　
町
税
は
、
当
初
予
算
比
較
で
は
個

人
町
民
税
や
軽
自
動
車
税
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
よ

り
52
万
円
の
増
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
は
、
18
億
２
，
３
２

１
万
円
と
見
積
り
、
国
の
予
算
額
な

ど
か
ら
減
少
し
て
見
込
ん
で
お
り
ま

す
。
　
国
庫
支
出
金
は
、
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
の
道
路
改
良
や
除
雪
機

整
備
分
が
増
加
す
る
な
ど
に
よ
り
、

全
体
で
も
５
，
７
９
３
万
円
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

　
県
支
出
金
は
、
認
定
こ
ど
も
園
め

ご
た
ま
の
新
園
舎
建
設
費
補
助
に
係

る
県
交
付
金
が
大
き
く
増
加
し
、
全

体
で
も
２
億
３
，
０
６
０
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
寄
附
金
は
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

企
業
版
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
27
年

度
並
み
の
実
績
が
期
待
さ
れ
る
た

め
、
１
億
円
の
予
算
額
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　
繰
入
金
に
つ
い
て
は
、
財
政
運
営

基
金
か
ら
は
１
億
５
，
８
８
０
万
円

を
繰
入
れ
る
予
定
で
す
。全
体
で
は
、

ふ
る
さ
と
寄
附
金
を
財
源
と
し
た
か

ね
や
ま
応
援
基
金
繰
入
金
が
寄
附
金

の
増
加
に
伴
い
増
え
る
た
め
、
全
体

で
８
，
４
５
３
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
町
債
は
、
投
資
的
事
業
に

係
る
借
入
れ
が
減
少
す
る
た
め
、
全

体
で
６
，
１
６
０
万
円
減
少
し
ま
す
。

町
債
は
後
年
度
負
担
を
見
据
え
、
計

画
的
な
借
入
れ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
人
件
費
は
、
工
事
等
の
投
資
的
事

業
へ
係
る
人
件
費
を
投
資
的
事
業
の

経
費
へ
含
め
る
必
要
が
あ
り
、
投
資

的
事
業
の
伸
び
に
よ
り
、
人
件
費
か

ら
差
し
引
か
れ
る
金
額
が
大
き
い
た

め
、
前
年
度
よ
り
３
．
８
％
減
少
し

ま
し
た
。

　
物
件
費
や
積
立
金
は
、
ふ
る
さ
と

寄
附
の
御
礼
の
品
や
、
基
金
へ
積
立

て
す
る
寄
附
額
の
増
加
が
大
き
く
見

込
ま
れ
、
全
体
で
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
公
債
費
（
償
還
元
金
利
子
分
）
は

前
年
度
よ
り
１
，
１
０
２
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　
投
資
的
経
費
は
、
道
路
改
良
や
橋

梁
改
修
事
業
、
役
場
庁
舎
耐
震
補
強

工
事
、
認
定
こ
ど
も
園
め
ご
た
ま
新

園
舎
建
設
事
業
に
よ
る
増
額
が
大
き

く
、
全
体
で
は
１
億
８
，
５
８
９
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
森
林
の
整
備
、
学

校
等
の
施
設
整
備
、
第
２
貸
工
場
建

設
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、
町
立

診
療
所
に
対
す
る
国
保
直
診
勘
定
分

が
、
新
年
度
か
ら
の
救
急
指
定
診
療

の
休
止
に
伴
う
医
師
人
件
費
分
の
減

少
な
ど
に
よ
り
３
，
６
８
６
万
円
の

減
額
と
な
り
、
全
体
で
も
２
，
４
７

５
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
診
療
所
の
運
営
が
大
変
厳
し
い
状

況
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。　

　
町
立
の
医
療
機
関
と
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ん
へ
の
医
療
の
提
供
は
「
安

心
で
き
る
暮
ら
し
」
を
守
る
重
要
な

施
策
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

「
町
立
金
山
診
療
所
」
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
予
算
全
体
の
う
ち
、
年
度
に
か
か

わ
ら
ず
要
す
る
経
費
を
示
す
経
常
収

支
比
率
は
、
今
後
も
85
％
程
度
（
健

全
な
数
値
）
か
下
回
る
数
値
で
推
移

す
る
見
込
み
（
経
常
収
支
比
率
が
低

け
れ
ば
、
自
由
に
使
え
る
お
金
の
割

合
が
高
い
と
い
う
こ
と
）
で
す
。

　
将
来
負
担
比
率
や
町
債
の
残
高

は
、
昨
今
の
大
規
模
事
業
を
実
施
し

た
影
響
に
よ
り
一
時
的
に
増
加
し
ま

す
が
、
計
画
的
な
事
業
の
実
施
に
よ

り
、
そ
の
後
緩
や
か
な
減
少
が
続
い

て
い
く
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
残
高
の
う
ち
約
４
割
は
地
方
交
付

税
で
還
元
さ
れ
ま
す
が
、
国
の
地
方

創
生
推
進
事
業
の
臨
時
的
な
財
政
措

置
な
ど
を
活
用
し
て
い
る
貸
工
場
設

置
事
業
や
、
認
定
こ
ど
も
園
め
ご
た

歳　入 歳　出

予
算

〜
こ
れ
か
ら
の
見
通
し
〜

　
　
将
来
に
繋
が
る
堅
実
な
運
営



27
年
中
の
「
ふ
る
さ
と
寄
附
」
を

　
　

28
年
度
予
算
へ
活
用
し
ま
す

ま
の
新
園
舎
建

設
事
業
の
優
先

的
な
取
り
組
み

も
あ
り
、
後
年

度
負
担
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し

た
結
果
、
中
央

公
民
館
等
改
築

事
業
の
着
手
を

予
定
し
て
い
た

30
年
度
か
ら
２

年
ほ
ど
先
延
ば

し
す
る
こ
と
へ
変
更
い
た
し
ま
し

た
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

各
事
業
と
財
政
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

た
上
で
の
判
断
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　
28
年
度
決
算
に
お
け
る
実
質
公
債

費
比
率
は
８
．
９
％
（
27
年
度
決
算

で
は
８
．
２
％
）
と
な
る
見
込
み
で

す
。
　
こ
の
よ
う
に
財
政
健
全
化
に
向
け

て
見
通
し
を
立
て
て
お
り
ま
す
が
、

国
や
県
か
ら
の
地
方
交
付
税
や
諸
交

付
金
等
の
補
助
的
な
収
入
に
大
き
く

左
右
さ
れ
ま
す
。

　
国
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
将

来
の
財
政
を
見
通
し
、
あ
た
た
か
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　　

27
年
も
金
山
出
身
の
方
を
は
じ

め
、
た
く
さ
ん
の
町
外
の
方
か
ら
温

か
な
ご
支
援
が
あ
り
ま
し
た
。
寄
附

者
の
ご
希
望
に
合
わ
せ
次
の
と
お

り
、
28
年
度
事
業
へ
活
用
す
る
予
定

で
す
。

　
特
別
会
計
（
６
会
計
と
水
道
事
業

の
収
益
的
収
支
分
）
全
体
で
は
２
，

３
７
３
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
保
事
業
勘
定
は
、
最
上
広
域
連

合
の
財
政
支
援
負
担
金
が
増
額
と
な

り
、
前
年
比
７
．
０
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　
国
保
直
診
勘
定（
診
療
所
分
）は
、

救
急
診
療
の
休
止
に
よ
る
人
件
費
の

減
少
や
、医
療
機
器
整
備
分
の
減
少
が

大
き
く
、８
．９
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
は
、
ほ
ぼ
前
年

並
み
の
総
額
、
介
護
保
険
事
業
は
居

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
医
療
給
付
費

の
伸
び
に
よ
り
、
前
年
比
２
，
８
２

６
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
は
処
理
場
及

び
管
路
の
機
能
診
断
調
査
事
業
を
実

施
す
る
た
め
１
，
２
１
９
万
円
の
増

額
、
下
水
道
事
業
は
設
備
補
修
等
の

増
加
に
よ
り
全
体
で
１
．
６
％
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
は
メ
ー
タ
更
新
や
、
ポ

ン
プ
場
等
の
耐
震
化
整
備
計
画
策
定

業
務
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、
前
年
よ

り
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
総
額
は
、
16
億
８
，８
６
５
万
円
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子育て支援

人 材 育 成

雇用・商工

健康づくり

教 育 文 化
産 業 振 興

環境・防災

まちづくり

定 住 交 流

28年度の主な事業
★（新規）、（拡充）と記載があるものは、27年度当初予算と
　比べて新規・拡充の事業です。

・適時適育事業
・家庭教育推進事業
・かねやま未来会議の開催
・コミュニティ「金山人」育成事業
　　（高校生学習振興事業費補助等）
・「科学が大好き」人材育成（新規）
　小中学校へロボットPepper（ペッパー）の導入
・クロカンスキー強化事業（拡充）
・小中学校特別教育特別支援員、中高一貫特別支援連携
　教育指導員の設置（一部新規）

・個別受診のフッ素無料塗布（小学6年生まで）
・温泉を活用した高齢者の健康づくり（拡充）　
・ピロリ菌検査費用の助成
・脳ドック助成（新規）　
・健康マイレージ事業（新規）
　（健診受診等のポイント交換）
・町立診療所ドック検診助成

・耕畜連携地域循環農業（飼料用米堆肥利用等）（一部新規）
・ほ場整備、農業用施設整備補助
・金山産米オリジナル米袋の製造（新規）
・集団営農組織補助、冬季野菜導入支援（一部新規）
・森林認証取得支援事業（新規）
・美しい森林づくり事業（下刈・間伐）
・松、ナラ等森林病害虫対策（拡充）
・認定農業者支援
・街並み景観づくり100年運動
・景観づくり海外研修事業
・金山暮らし体験事業　
・転入時住宅建築及び中古住宅購入時借入金利子補給（拡充）

・街なか公営住宅、定住促進住宅整備事業（一部新規）
・観光協会への補助
・金山町住宅総合支援（リフォーム補助等）
・観光交流ＰＲ事業（一部新規）
・ホットハウスカムロ、スキー場、グリーンバレー神室
　運営事業（一部拡充）
　（ホットハウスカムロの子供入浴料を100円へ）

■人材育成事業／１，０４８万円　コミュニティロボットペッパー購入事業、学力向上事業 等　
■健康づくり／　　８３０万円　母子保健事業
■産 業 振 興／１，３４７万円　産業まつり開催事業、ほ場整備、農業用施設等整備補助金 等
■定 住 交 流／　　４６９万円　交流推進ＰＲ事業
■教 育 文 化／１，６３３万円　小、中学校教材備品、図書整備、米飯給食利用拡大支援補助金 等
■そ の 他／５，０００万円　出産祝金、多子通園助成金、雇用対策各奨励金、ホットハウスカムロ運営 等

・妊婦健診助成（拡充）
・第１子から出産祝金・入学祝金を贈呈（拡充）
　（出産祝金を1子～ 3子まで増）
・木育推進事業（金山杉のおもちゃを贈呈）
・第2子以降の通園助成
・中学生まで医療費無料化助成
・家庭育児支援事業
・不妊治療助成（拡充）
・すくすくプレイランド、子育て支援センターの運営
・認定子ども園新園舎建設補助
　（H29年度中の開園に向け建設工事へ補助）

・第2貸工場設置事業（新規）
・プレミアム付商品券発行補助
・新規開発事業補助金
・各種雇用奨励金（女性の雇用推進対策含む）（一部新規）
・資格取得支援事業補助金
・起業家育成支援事業（新規）

・文化財保存伝承事業（拡充）
・認定こども園運営支援　
・小中学校短期学習塾の開催（新規）
・スポーツ強化支援
・小中学校施設整備、教育用備品整備
・域学連携実践拠点づくり事業（大学との連携）
・新庄南高金山校通学支援補助（新規）
　（新庄～金山線バス料金補助等）

・リサイクル推進運動（集団資源回収奨励金）
・コンポスター導入助成
・防災情報等一斉メール配信（新規）
・消防団物品・設備整備補助
・防災マップの作成（新規）
・ドクターヘリ保安誘導員の設置
・空き家に係る修景整備助成
・役場庁舎耐震補強工事（新規）

・町道改修と橋梁補修（拡充）
・町道除雪事業（拡充）（排雪作業の充実）
・道水路維持管理活動支援
・地区公民館整備
・地区交付金交付事業　
・金山ＰＲポロシャツ、Ｔシャツ作成（拡充）
・ＮＰＯ法人活動支援補助（新規）

▼ふるさと寄付の使い道




